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【
概
況
】

　

東
京
市
場
で
ウ
メ
は
典
型
的
な
季

節
野
菜
で
、
6
月
を
中
心
に
前
後
3
カ

月
の
商
品
で
あ
る
。
過
去
10
年
間
（
２

０
０
９
年
対
19
年
）
の
推
移
を
見
る

と
、
数
量
で
40
％
減
、
キ
ロ
単
価
は
50
％
高
く

な
っ
た
。
実
数
で
は
、
09
年
は
約
３
０
０
０
㌧

入
荷
し
た
も
の
が
、
19
年
で
は
１
８
０
０
㌧
台

ま
で
減
っ
た
。
ウ
メ
は
す
で
に
30
年
前
、
昭
和

の
終
わ
り
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
バ
ブ
ル
期

か
ら
徐
々
に
減
り
出
し
て
い
た
。
19
年
の
入
荷

実
績
は
18
年
よ
り
15
％
減
っ
て
い
る
も
の
の
、

今
年
20
年
は
5
月
現
在
、
19
年
の
2
割
増
だ
。

【
背
景
】

　

ウ
メ
の
主
産
地
・
和
歌
山
で
は
近
年
、
栽
培

面
積
は
多
少
の
減
少
は
見
ら
れ
る
が
、
昨
今
の

気
候
変
動
で
生
産
量
が
不
安
定
に
な
っ
て
い

る
。
単
価
は
こ
こ
数
年
高
く
な
っ
て
き
た
が
、

そ
れ
ま
で
は
下
降
が
続
い
て
い
た
。
和
歌
山
は

全
国
シ
ェ
ア
34
％
だ
が
、
産
出
額
で
は
ほ
ぼ
70

％
を
占
め
て
い
る
。
4
月
現
在
の
生
育
状
況

は
、
前
年
よ
り
5
～
10
日
程
度
早
い
が
、
主
産

地
（
み
な
べ
町
・
印
南
町
）
の
着
果
数
は
過
去

10
年
平
均
に
比
べ
少
な
い
と
い
う
。
現
場
で
は

「
平
年
の
2
割
減
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
減

収
」
の
声
が
。

【
今
後
の
対
応
】

　

ウ
メ
生
産
は
そ
れ
ほ
ど
減
っ
て
い
な
い
。
東

京
市
場
へ
の
青
ウ
メ
入
荷
は
２
０
０
０
t
程
度

で
続
い
て
い
る
。
和
歌
山
は
、
同
時
に
ウ
メ
加

工
品
の
主
産
地
で
も
あ
り
、
青
ウ
メ
の
出
荷
時

期
は
ま
た
加
工
の
シ
ー
ズ
ン
。
需
要
に
応
じ
た

出
荷
調
整
や
価
格
戦
略
へ
の
対
応
も
可
能
。
小

売
の
フ
ェ
ア
等
販
促
企
画
に
産
地
も
参
加
で
き

る
。
産
地
Ｊ
Ａ
婦
人
部
等
に
よ
る
「
梅
漬
け
講

習
会
」
も
一
定
の
効
果
は
あ
る
。
今
シ
ー
ズ
ン

は
家
庭
調
理
、
と
く
に
家
族
に
よ
る
調
理
参
加

が
増
え
た
。〝
〇
〇
年
産
マ
イ
梅
酒
〟
の
ブ
ー

ム
も
あ
り
得
る
。

【
概
況
】

　

東
京
市
場
で
の
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を
10

年
間
で
対
比
す
る
と
、
数
量
は
42
％
減

っ
て
34
％
高
く
な
っ
て
い
る
。
5
月
、

6
月
に
入
荷
の
ピ
ー
ク
を
作
る
季
節

野
菜
で
あ
る
。
年
間
で
は
鳥
取
41
％
、
鹿
児
島

35
％
が
2
ト
ッ
プ
だ
が
、
茨
城
、
徳
島
、
沖
縄

な
ど
16
県
か
ら
も
入
荷
し
、
沖
縄
か
ら
は
少
量

な
が
ら
年
間
を
通
し
て
供
給
さ
れ
る
。
09
年
で

は
鳥
取
37
％
、
鹿
児
島
27
％
を
中
心
に
、
23
も

の
県
か
ら
入
荷
し
、
沖
縄
の
島
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
も

す
で
に
来
て
い
た
。
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
は
、
季
節
だ

け
で
は
な
く
、
周
年
需
要
が
あ
る
。

【
背
景
】

　

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
は
、
全
国
的
に
ど
こ
で
も
家
庭

で
漬
物
に
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か

し
、
す
で
に
江
戸
末
期
に
は
、
生
で
味
噌
を
つ

け
て
も
、
塩
漬
け
、
粕
漬
、
甘
酢
漬
け
し
て
も

煮
て
も
い
い
、
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
明
治
に

入
っ
て
カ
レ
ー
の
付
け
合
わ
せ
で
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
ウ
メ
と
異
な
り
、
ひ

げ
根
切
り
、
薄
皮
取
り
な
ど
下
処
理
や
重
石
し

て
塩
漬
け
で
１
カ
月
。
長
期
貯
蔵
の
た
め
に
は

甘
酢
漬
け
な
ど
手
間
が
か
か
る
。
ど
こ
で
も
生

産
可
能
だ
が
、
既
製
品
が
出
回
る
よ
う
に
な
る

と
家
庭
漬
け
は
減
っ
た
。

【
今
後
の
対
応
】

　

昭
和
50
年
代
、
ス
ー
パ
ー
間
の
差
別
化
商
品

開
発
合
戦
の
結
果
、
梅
漬
け
や
梅
酒
づ
く
り
セ

ッ
ト
（
ウ
メ
と
焼
酎
、
ザ
ラ
メ
、
容
器
等
）
と

と
も
に
、
ち
ょ
う
ど
季
節
が
重
な
る
ラ
ッ
キ
ョ

ウ
も
同
様
の
セ
ッ
ト
で
併
売
さ
れ
、
普
及
し
始

め
た
。
直
近
で
は
コ
ロ
ナ
で
長
期
間
、
家
族
が

一
緒
に
過
ご
す
こ
と
で
、
よ
り
家
庭
で
の
手
作

り
が
増
え
て
年
間
行
事
化
も
。
今
年
は
、
鳥
取

は
や
や
不
作
傾
向
な
が
ら
、
鹿
児
島
や
高
知
、

徳
島
、
沖
縄
が
出
荷
を
増
や
し
、
単
価
も
や
や

こ
な
れ
た
。
塩
漬
け
だ
け
で
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
こ
と
が
知
れ
わ
た
っ
た
か
。

ウ メ
わ
ず
か
3
カ
月
の
商
材
は
し
ぶ
と
く
存
続
、

〝
マ
イ
梅
酒
〟
的
ブ
ー
ム
の
仕
掛
け
を

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2009年数量 2019年数量
2009年単価 2019年単価

2009年  3,072t／387円
2019年  1,806t／580円
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ラッキョウ
2
カ
月
間
の
旬
の
ほ
か
に
周
年
需
要
も
、

家
庭
で
の
年
間
行
事
需
要
を
掘
り
起
こ
せ

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2009年数量 2019年数量
2009年単価 2019年単価

2009年　1,529t／392円
2019年　   893t／526円
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野
菜
扱
い
さ
れ
る

特
殊
品
目
の
行
方

野菜生産者のための相場研究第286 回

卸
売
市
場
は
農
水
省
管
轄
下
に
あ
り
な
が
ら
、
植
物
学
的

な
分
類
を
す
る
生
産
統
計
に
対
し
て
、
流
通
は
商
品
性
を
重

点
に
置
い
て
い
る
。
生
産
統
計
で
は
野
菜
に
分
類
さ
れ
る
イ

チ
ゴ
や
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
は
卸
売
市
場
や
小
売
店
で
は
果
実

で
あ
り
、
ウ
メ
、
ギ
ン
ナ
ン
、
ク
リ
、
ス
ダ
チ
、
ユ
ズ
、
つ

ま
物
の
う
ち
の
〝
芽
物
類
〟
は
卸
売
市
場
で
は
野
菜
で
あ
る
。

多
く
は
業
務
用
・
和
食
の
つ
ま
物
な
ど
に
使
わ
れ
て
き
た
品

目
で
あ
る
が
、
昭
和
50
年
代
に
ス
ー
パ
ー
間
競
争
時
代
と
な

っ
て
小
売
店
で
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
和
食
の
材
料
な

が
ら
、
業
務
用
あ
る
い
は
加
工
用
に
も
っ
ぱ
ら
使
用
さ
れ
て

き
た
品
目
の
な
か
に
、
こ
れ
か
ら
令
和
の
〝
第
3
世
代
〟
品

目
が
現
れ
る
か
。
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全
国
30
県
か
ら
入
荷
す
る
家
庭
果
樹
、

最
難
関
の
「
殻
」
を
脱
出
し
て
普
及
へ

【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
ユ
リ
ネ
は
、
10
年
間
の

対
比
で
は
数
量
23
％
減
の
単
価
21
％

高
と
な
っ
た
。
産
地
は
、
09
年
で
は
97

％
、
19
年
で
は
99
・
6
％
の
北
海
道
。

数
量
は
と
も
か
く
2
位
に
当
た
る
産
地
が
京

都
と
い
う
の
が
ユ
リ
ネ
の
地
位
を
物
語
る
。
09

年
と
19
年
と
の
入
荷
実
績
は
思
っ
た
ほ
ど
の

差
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
圧
倒
的
に
違
う

の
が
、
19
年
に
は
5
～
8
月
の
期
間
の
入
荷
数

量
が
8
～
9
割
も
減
り
、
単
価
は
2
・
5
～

3
・
4
倍
と
な
っ
た
こ
と
。
主
産
地
・
北
海
道

は
ユ
リ
ネ
を
ど
う
や
っ
て
調
整
す
る
の
か
。

【
背
景
】

　

ユ
リ
ネ
の
最
需
要
期
は
12
月
の
正
月
料
理

仕
向
け
で
あ
る
。
こ
の
月
は
１
年
間
の
4
割
が

入
荷
す
る
。
次
は
多
い
順
に
11
月
、
10
月
だ
。

こ
の
時
期
に
入
荷
す
る
も
の
は
、
前
も
っ
て
作

っ
て
冷
凍
し
て
お
く
正
月
料
理
用
が
多
く
を

占
め
る
。
一
方
、
過
去
10
年
を
見
て
、
春
か
ら

夏
場
に
か
け
て
極
端
に
入
荷
量
が
減
り
、
単
価

が
暴
騰
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
主
産
地
で
あ
る

北
海
道
が
完
全
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
支
配
で
き

る
立
場
に
い
る
た
め
、
出
荷
を
調
整
し
て
高
値

を
常
に
誘
導
し
て
い
る
の
で
は
と
思
え
る
が
、

そ
れ
も
含
め
理
由
は
他
に
あ
る
。

【
今
後
の
対
応
】

　

秋
に
収
穫
し
た
ユ
リ
ネ
は
、
そ
の
ま
ま
貯
蔵

し
て
も
3
月
く
ら
い
ま
で
し
か
持
た
な
い
。
4

～
8
月
の
時
期
に
主
に
出
回
る
の
は
、
鱗
片
を

外
し
て
脱
気
包
装
さ
れ
た
「
か
き
ユ
リ
ネ
」
と

い
わ
れ
る
チ
ル
ド
品
で
あ
る
。
業
務
用
の
4
㌔

パ
ッ
ク
で
８
０
０
０
円
く
ら
い
が
最
安
値
。
市

場
で
は
１
０
０
㌘
程
度
に
小
分
け
さ
れ
た
商
品

が
㌔
４
５
０
０
円
近
く
す
る
が
、
こ
れ
な
ら
家

庭
で
も
、
ホ
イ
ル
焼
き
な
ど
で
ホ
ッ
コ
リ
す
る

食
感
を
楽
し
め
る
本
格
的
な
「
和
食
」
食
材
だ
。

現
在
の
手
作
り
ブ
ー
ム
に
う
ま
く
乗
れ
ば
面
白

い
展
開
も
あ
る
。

【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
ギ
ン
ナ
ン
は
、
10
年
間

対
比
で
は
入
荷
は
33
％
減
っ
て
54
％
高

く
な
っ
た
。
こ
の
品
目
の
特
徴
は
、
貯

蔵
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
収
穫

月
の
10
～
11
月
に
全
体
の
半
分
以
上
の
入
荷

が
あ
る
こ
と
。
主
産
地
は
37
％
の
愛
知
で
、
出

荷
県
は
09
年
で
中
国
含
む
31
県
、
19
年
で
29
県

か
ら
出
荷
さ
れ
て
い
た
。
周
年
に
わ
た
っ
て
出

荷
し
て
く
る
の
は
8
県
あ
る
。
構
造
的
に
は
、

家
庭
樹
等
か
ら
収
穫
し
て
処
理
し
、
Ｊ
Ａ
に
〝

出
荷
〟
さ
れ
た
も
の
が
東
京
市
場
に
積
み
合
わ

せ
で
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

【
背
景
】

　

ギ
ン
ナ
ン
は
、
30
年
前
の
バ
ブ
ル
期
末
で
も

東
京
市
場
へ
の
入
荷
は
４
０
０
㌧
前
後
で
、
近

年
ま
で
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
入
荷
し
て
い
た
。
19
年

の
ト
ッ
プ
産
地
は
愛
知
。
江
戸
時
代
か
ら
続

く
、
伝
統
あ
る
全
国
一
の
生
産
量
を
持
つ
産
地

で
あ
り
、
37
％
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
。
従
来
の
主

要
産
地
で
あ
っ
た
埼
玉
や
熊
本
な
ど
他
県
か

ら
の
出
荷
が
減
る
中
、
愛
知
は
ブ
レ
ず
に
主
産

地
を
守
っ
て
い
る
。
果
肉
の
翡
翠
色
の
美
し
さ

は
他
に
例
を
見
ず
、
外
食
等
で
は
茶
わ
ん
蒸
し

や
焼
き
物
、
焙
じ
て
ツ
マ
ミ
に
と
好
き
な
人
は

多
い
が
、
手
間
が
か
か
る
。

【
今
後
の
対
応
】

　

こ
れ
だ
け
い
い
食
材
な
の
に
、
な
ん
ら
の
普

及
策
も
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
産
地
の

責
任
で
あ
り
、
流
通
業
界
の
怠
慢
で
あ
る
。
あ

の
殻
が
最
大
の
障
壁
だ
。
ギ
ン
ナ
ン
用
割
り
器

も
な
い
し
、
ま
ず
割
れ
目
を
入
れ
る
こ
と
さ
え

難
し
い
。
出
荷
時
期
に
は
柔
ら
か
く
簡
単
に
扱

え
る
か
ら
、
産
地
も
気
づ
か
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
次
第
に
硬
化
し
て
き
て
、
大
人
で
も
ト

ン
カ
チ
や
ペ
ン
チ
を
使
っ
て
も
、
ち
ょ
う
ど
い

い
割
れ
目
は
難
し
い
。
需
要
が
あ
れ
ば
供
給
は

い
く
ら
で
も
可
能
。「
そ
こ
ら
へ
ん
に
落
ち
て

い
る
」
の
だ
か
ら
。

流通
ジャーナリスト

小林  彰一
青
果
物
な
ど
農
産
物
流
通
専
門
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
㈱
農
経
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。「
農
経
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
主
宰
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
情

報
紙
『
新
感
性
』、
月
刊
『
農
林
リ
サ
ー
チ
』
を
発
行
。
著
書
に
『
日
本
を
襲
う
外
国

青
果
物
』『
レ
ポ
ー
ト
青
果
物
の
市
場
外
流
通
』『
野
菜
の
お
い
し
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
生
産
、
流
通
関
係
紙
誌
で
の
執
筆
多
数
。

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2009年数量 2019年数量
2009年単価 2019年単価

2009年 136t／   946円
2019年 105t／1,145円
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11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2009年数量 2019年数量
2009年単価 2019年単価

2009年　427t／1,012円
2019年　287t／1,563円
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ユリネ
完
全
な
独
占
産
地
の
北
海
道
の
役
割
は

脱
気
包
装
品
で
周
年
供
給
を
つ
な
い
で

多
く
は
業
務
用
・
和
食
の
つ
ま
物
な
ど
に
使
わ
れ
て
き
た
品

目
で
あ
る
が
、
昭
和
50
年
代
に
ス
ー
パ
ー
間
競
争
時
代
と
な

っ
て
小
売
店
で
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
和
食
の
材
料
な

が
ら
、
業
務
用
あ
る
い
は
加
工
用
に
も
っ
ぱ
ら
使
用
さ
れ
て

き
た
品
目
の
な
か
に
、
こ
れ
か
ら
令
和
の
〝
第
3
世
代
〟
品

目
が
現
れ
る
か
。


